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Ａ県に自宅があるＢさんは、都内にある
C商事会社に勤務するＯＬで夫と保育園に
通う男の子の３人家族である。今般、会社
が在宅勤務制を導入したため、ＰＣ作業を
行っているBさんは、在宅勤務を希望し自
宅で業務を行うこととした。
勤務時間は通常午前９時～午後５時だ
が、通勤時間がないため始業を午前８時30
分、終業を午後5時 30分とし、中抜け時
間（午後 3時 30分～ 4時 30分）を設け
て私用の買い物、子どもの迎えなどに利用
している。
ある日、勤務開始後、新型コロナウイル
スの影響で保育園が長期休園となり外出の
自粛要請もあったため子どもが家におり、
やむを得ず通常業務を行う部屋でなく目の
届くリビングで業務を行っていた。子ども
がボール遊びを始めたので仕事の邪魔をし
ないように諭し業務を行っていたが、子ど
もの投げたボールが壁から跳ね返ってＢさ
んに当たった。驚いたBさんは座っていた
椅子から落ちそうになり、床に手をついた
ところ手首を捻挫した。

労災認定の要件である業務遂行性は認め
られるが、そのケガが業務に基因するもの
なのかが問題になる。事例の場合は一見私
的行為によるケガのようであるが、ケガを
した日のような特殊な状況下においては、
子どもを親の目の届くところに置きながら
業務をせざるを得ない場合は充分に考えら
れる。Bさんのとった咄嗟の行動に個人的、
恣意的な要素はなく、業務に内在する危険
が偶発的な出来事により表面化したことに
よるケガと考えられ、業務起因性を特に否

が

え
る
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■ 解説 ■

定すべき事情（本人の私的行為、子供の故
意）ではないため業務上と認められた。

⑴テレワークについて
近年、労働者が情報通信技術を利用して
行う事業場外勤務（テレワーク）は、時間
や場所を有効に活用できる柔軟な働き方で
あり、多くの企業で採用を検討している。
厚労省のガイドラインではテレワークを、
①在宅勤務＝労働者の自宅で業務を行う形
態、②サテライトオフィス勤務＝労働者の
属する主たる事業場以外の他の場所に設け
られた仕事場を利用して業務を行う形態、
③モバイル勤務＝ノートパソコンや携帯電
話等を活用して臨機応変に選択した場所で
業務を行う形態に分類している。
⑵業務災害について
業務災害は、「労働者の業務上の事由に
よる負傷、疾病、障害又は死亡」（法第７
条第１項第１号）とされており、「業務上
の事由」に該当して労災認定がされるには
業務遂行性が認められることを前提とし、
業務起因性が認められなければならない。
業務遂行性とは、労働者が労働契約に基
づき事業主の支配下にある状態をいい、在
宅勤務のＢさんは事業主の支配下にはある
が、管理下を離れて業務に従事しているも
のである。
業務起因性とは、業務遂行中に傷病など
が業務に基因して生じたものであることで
あり、業務と傷病などに相当因果関係があ
ることをいう。つまり、業務によって負傷
などが発生したという関係にあること、当
該業務から当該負傷などが発生することが
社会通念上通常想定される範囲であること
を満たさなければならない。
業務遂行性が証明され業務起因性に対す

る反証がない場合には、業務起因性を認め
ることが経験則に反しない限り、一般に業
務上の災害と認められるとされている。
⑶在宅勤務制の留意点
在宅勤務制についても当然に労働基準法
等の労働関係法令が適用される。
重要なのは労働時間の適正な把握と、業
務と私的行為の区分の明確化にある。会社
の管理者との間での業務開始・終了時間の
確認、当日の業務内容の指示・結果報告な
どの連絡は密にしなければならない。管理
者が業務実態を可視化できるツールの活用
も一考の価値がある。
また、労働条件通知書の就労場所の明示
などの変更、上記の労働時間の適正な把握
方法の検討や、始業・終業時刻の変更があ
る場合、中抜け時間を設けた場合の対応、
情報漏えいの防止対策・秘守義務の徹底な
ど就業規則上見直すべき点は多々ある。
在宅勤務の場合、災害が発生したときの
状況を証明する者がいないため、被災者の
申立て、事業主の証明で労災申請を行わな
ければならず、客観的に申請内容を証明で
きる記録などの作成・保存を怠ってはなら
ない。

◇ SRアップ21：www.srup21.or.jp

業務遂行性検証 事故① 事故②
A：業務に従事してい
るか △ 〇

B：事業主の支配下に
あるか 〇 〇

C：施設管理下にある
か 〇 ×

判断 業務遂行
性あり	

業務遂行
性あり


